
 

発言順位５   １８番 稲 垣 あや子 議員 （一問一答）  

１ 教育 

⑴ 教育の一環としての学校給食 

磐田市の学校給食は、３センターでの共同調理場と１５校での単独調

理場で行っている。単独調理場のうち、竜洋東小のみで調理洗浄業務を

民間に委託している。第２次磐田市行財政改革大綱実施計画によれば、

「単独調理場の調理洗浄業務を民間に委託する実施校決定と業者選定準

備を平成２７年度に行い、平成２８年度に委託の開始」とある。そこで 

① 教育の一環としての学校給食をどのように考えているか。 

② センターではすでに業者委託がなされているので、この計画が実行

されれば市正規職員の調理員がゼロになる可能性が出てくる。食育が

重視される中、こういう事態は避けなければならないと考える。見解

を伺う。 

⑵ 「道徳の教科化」の意図は、安倍内閣の推進しようとするナショナリ

ズム、靖国史観、自己責任論的な社会観などを公教育において教え込ん

でいく仕組みを創り出すことで、問題と考える。見解を伺う。 

⑶ 児童生徒の悩みに寄り添う養護教諭の果たす役割は大きい。いじめや

不登校なども、児童生徒の保健室でのつぶやきから早期に見つかること

も多いと考える。養護教諭と児童生徒、担任との係わりについて現状と

課題を伺う。 

⑷ 放課後児童クラブ 

① 申し込み実態と待機児童数は。 

② 施設、指導員の確保は。 

③ ３年生以下の児童を優先的に入所させるべきと考える。見解を伺う。 

⑸ 中学校の部活動について 

① 現状と課題を伺う。 

② 教師の過重負担と外部コーチの実態を伺う。 

⑹ スポーツ少年団について 

① 児童の加入実態等、現状と課題を伺う。 

② スポーツ少年団の指導員の確保と身分・待遇について伺う。 



 

２ 文化 

⑴ 文化施設等あり方検討委員会の答申と市長の見解を伺う。 

① 市の文化施設の施策は。 

② 文化施設等のあり方を検討委員会に委ねた理由は。 

③ ４回の検討委員会で何が話し合われたのか。 

④ 答申を受けての市長の見解は。 

⑤ 福田公民館ホール、アミューズゆやホール、竜洋公民館いさだホー

ルは大規模改修時に廃止との答申だが、財政を理由に安易に廃止すべ

きではない。見解を伺う。 

⑵ 交流センター 

① 利用者の利便性について、今までの利用団体も引き続き利用できる

と考えるが、拡充される点等、変更点を伺う。 

② 旧磐田市の公民館では、地区住民のみなさんが負担している「公民

館拠出金」がある。住民から廃止を望む声がある。見解を伺う。 

③ 地域の活動拠点として役割を果たすためには職員体制を充実させる

必要がある。職員体制と職員の身分・待遇について伺う。 

 

 

 

３ 安全なくらしのために 

⑴ 耐震性貯水槽と防火用井戸 

① 民地にある防火用井戸の実態は。 

② 耐震性貯水槽の割合と今後の予定は。 

⑵ ＬＥＤ防犯灯とソーラー灯 

① 自治会防犯灯ＬＥＤ化事業を評価する。事業の完了予定を伺う。 

② ソーラー灯は、公共施設やららぽーと街路灯に設置されている。Ｌ

ＥＤ防犯灯とともにソーラー防犯灯も必要と考える。今後の予定は。 


